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1. は じめに

1984〕年 半ぱ まで は中 述～超 高速拡 人の中 火海嶺は， 基

本的に２次元的な構造を持つ と考えられていた。つ まり海

備の構 造はト ラ ンスフ オーム断 刈の付 近を除いて●||力向

にあ まり礎化せず， マ グマ の| こ昇は海 嶺に沿 って板状に

起こっていると されたのである。 しかしＭｘＤＱｎａ】Id et al.

（1968 ）は海嶺はiR 観拡大軸（ＯＳＣ）やわず かな‘I i m か

らのず れ”（deｖaj）な どで 区切ら れてお り，それらひとつ

ひとつ かマ ント ル内 のマ グマ 上昇ゾ ーンに対応し た， セ

グメ ント と呼ば れる飼々の海備火山休であるとI】ﾓ張し た。

1990 年代に 入る と， セグメ ント毎にマ グマ良輪と熱水活

勁との||¶jに密接な カップリ ング があるこ とか明 らかにさ

れた（Ｈ匆ｍ・ｎ,1996 ）。こ れらを説11jするには。 海備に直

交する断 面上での２次 元的 な対流を考え た従来の海嶺 の熱

水 循環 のモデ ル（Ｗｏｌｅrｙ and Sleep, 1976 など）はJli確で

は なく， 拡 大柏に｀F行な 方向の熱水鋪環がより 暇喫で あ

る としたほうが 考えやすい （Ｈａｙｍｏｎ,1996）。

最近，フ ７ンデ フーカ海嶺（亅uan ｄｅ Fuca Ｒｉｄｇｅ;亅dFR)

のCleft セグメ ント， 束 太平洋 海W  (East Pacific Rise;

ＥＰＲ）9･Ｎ 及ぴ，JdFR のCoAxial セグ メント などにお い

て ， 新 し く 海 底I叭火 が 起 こ っ たこ と が 探ill され た

(Embley ほ か，1996 参照 ）が，こ の喰 火に引 き続いて。

い ずれ の場所 におい ても海底熱 水の急 激なIln川現象が見

ら れた。 海底 熱水活動は定常的で はな く， 激しく塩 濃度

や化学組成を変 化させている （Ｖ・ｎ Dam  in. 1997）。ａ 速

ないし超ｇ 速拡 大晦髻1にお いては。 こ の熱水 の性 質の変

化は 詮 ヶjl から数 年単位で起こ ってお り(Baker el al. ，

1998 ）， 海底熱 水系 は 人|「Uか観 察しうる 裡度の」り」間内で

は 安定 不変であ るとするこ れまで の考え 力は完 全に打 ち

砕 かれた。

海嶺で の熱 水脯環はli.な る熱水丿哨111現象に 留まらず，

海洋IJ ソスフ ェアの冷却にｉ［変な 働きを してお り， 海洋

地殻 の 生成 をﾉIﾓ右 する 岷要な 要 素で ある(Humphris,

1995 ）。こ のように， 巾 述～超 高速拡 人海 嶺にお いて は

海洋底拡 人な どのテ ク1 ニヽ クス，マ グ７ 活動， 及び熱水

活鋤が翻 りCに密接に閥 連しており。 しか もそれが秡 ヶJI

から歓 年の 叭位で准 化する ものであ るとの,ぼ識が，こ の

２－３年の111jに 急速に 価究 名･の|剛こ広 ま･, ている。

しか し様々な 馴豹 から，|･｡,k1の新しい 噴火地心にお い

て も， 本格的 な連続 覿洲や 災川観洲はlj われておら ず，

11111曳も,詞査舶 を川して纎り遂し観測をするに留 ま９て い

ゐ　 そこ で。我 々はこ のような海嶺におけ る ダイナ ミク

スの唆 化を実 際に現場 で災川観測しよう と,lh・iした　 こ

れ が椚･？ 技 術振 列調 整費,ほ閹 ｉ海 嶺に おけ るエ ネル ギ

２

一 一物 質 フ ラ ッ ク スに 闥 す る 国 際 共|司研 究 」（リ ッ ジ フ

ラ ック ス計II町: ’l`成5-｡｀|゙成10 年 度 ）の 第2jUj の 主 な11 標

で あ る 。 こ の よ うな 考え は1990 年 頃 か ら ぷ国 の ＲＩＤＧＥ

.11･両.i 粃ｉ の22 カlllか 参 加 す るlnt ｅrｌ ｄｇｅ,ll･11111（Jjり際 海

嶺 共|,･j研 究,ll･11111） で も川 さ れて い たか 。 我 がlilが 先 べ ん

を 切る か た ち と な っ た （Ｕｒａｂｅｅtal.｡1998 ， 藹|凋ほ か｡

1998 ）。 つ まIJ こ の よ うな総 介的 ・学 際 的な 海底 連 続 観測

はlllc界 で 初 め ての 試 みであ り，我 々 の グ ループ が取 り組

ん で き た 馥 器IJI発 の 成 米が111】わ れ て いる 。 本 報 では そ れ

らの 機・ の 設 置に つい て 概 嬰を 報 告 する。

こ のlair Ｕ こ?11た っ て は ， し ん か い6500 チ ー ム の 苺lll

指 令 ， 今丿囘ljl･』令 及 びチ ー ムハ の 方々， よ こす か の衣|||

船 災 ， 石 渡 一等 鍍 海･|:， 及 び 機 関 部・ 叩 板 部 の 方 々 に 。

ひ と か た な らぬ お|lt 話 に な っ た。「 か い こ う 」が 撤 去 さ

れ た 畿 のよ こ すか の 広 い 格 納j･11い っ ぱ い に 積 み 込 まれ た

さ ま ざ まな 観 測 機 器を ， 毎|| 川 な っ た 方法 で投 人 して 行

くと い う困 難 な 作 梟を 粛 々 とこな さ れ た皆 さ まの 努力 と

技 術 と経 験に 心 から 作 敬の 念 を 表 し たい 。

2. こ れま での 航 海

IJ ツ ジフ ラ ック ス,ll･1111で は ，こ れ まで に 南部s11 太 ず坪

海膨 （|ヌ11） に お い て4 1111のI洵 韲航 海を 実 施し て き た （衣

2）。1993 年 の メ ルビ ルり･航 灘では 。 南 部 東 大il 洋゙ 海 膨 に

お ける 熱 水活 助 の 頻jl と 麗 模をil る た め に ， 南緯131 変3C

分 か ら18 度40 分 ま で の 海膨中･鴎 部に 沿っ て，熱 水 に よる

災 常 水塊 （熱 水 プjレ ーム ） の 分 布 を 検 知 した （Ｕrabe el

aj｡1995 ）。 またブ ルー ム111の 海 水 を採 水 し，ろ 迦 された浮

遊粒r 狄 物 質に 対す る 蛍 光Ｘ線分 析装 武による 分 析をlf な

り た。 ブ ルー ムIIIの 粒f･ 状 物 質の 化 学 組 成は 揮発 性 成 分

にi;1 む も の と， 非抑 罷 性J& 分 に1:1 む も の とに 人別 さ れる

『Ｆｅｅｌyｅｌａ』｡,1996｝。|貿者は マグマ から の脱 ガ スが付 加|さ れ

てい る も ので ， この 海域 で の 活 発 な マ グマ 活 助 が111jljし

た 。 熱 水 ブ ル ー ム巾 に 含 まれ ている 微細 粒r･ の 多 く は バ

ク テIJ ア な い し 水酸 化 鉄 と 硫 黄であ る 。 こ れ ら の バリ エ

ー シ ョ ンは あ る も の の， 総 介 す る と 南 部 束１ 平洋 海 膨

（ＥＰＲ） から は||! Ｗ 最 人の 熱 及 ぴ物 質 フラ ック スが 放 川 さ

れ てい るこ とが1111j し た03aker ａｎｄ Uicibe. 1996 ）。

j994 年 にIll 海 域 に お い て 「し ん かい6500 」 に よ る30

11jlの 潜 航 を 行-J た 帖 ｌ ， 熱 水 ブ ルー ム の11（|｡･に ブ ラ ック

スモ ー カ ー で 代 衣 さ れるａ 混の 熱 水活 動３ ケ所 と。 低 温

の 広 範 な 熱 水 活 俑１ヶ 所 が 発 見 さ れ た ｛jlli辺｡1996 ｝｡

熱 水活 動 は マ グ マ冊 動 の 指 標 であ る 洶･嶺 の 鵬 張 （･|,lかU;

が る こ と３ が 兒ら れる 所 に の み 存在 し ｛lil｝）｡ マ グマ 活

必 と熱 水 活 動 との 密接 な 闥係 が11jら か に な｡ た　 熱 水は
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或2 リッジフラックス計叫により曲芯束太平洋雌膨で行われた航海（本年度の航海は予定）

航海 年月日
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よこすか しんかい6S(X)

よこすか しんかい6800

ジャ イルり ｙムスクェア

よこすか しんかい65(X)

よこすか しんかい654X)

アトラ.ンテ彳ス アルピン

プJレ ーム の 組 成に 対 応 し て 揮 発性 成 分 に 富 む もの と 。 非

押 発 性 成 分 に 富 む もの と に 分 か れ る が ， こ れ もマ グ マ 活

動 の111[接 の 澎 售を 示 して い る(Ishibaslii el al.,1997) 。

1995411 の 航 海 で は マ グ マlnll ¶の ずirli的 分 布 を調 べ る た

め ， 高袖 度 サ イド スキ ャ ンソ ナ ー測 深 機であ る タ ム スク

エ ア畝 置 を 川 い て， 海 域 全 休 の マ ッピ ン グ を 行 な っ た 。

こ の 装 置は 微細 な 海底 地 彫閥 を 作 製 す る だけ で な く ， 反

射 強 度の 強 さや 模 様に よ|) 海 底 の地 質 も判 別 でき る 。 こ

の 齠 米。 海 嶺●||か ら離 れ たと こ ろ に 活 助 的 な 火山 が 分布

す る こ と。 ま た 海 嶺に お け る 海底 拡 人 の メ カニ ズムを 解

111す る １ 冊 か り と なる ， 断層 が あ る こ とが 明 かと な-j た

(Ki ｓｉｍｏｌｏ and Hildc. 1997) 。

1997 年 に は そ れ ら の 成 果を 元に ，21111の｢ よ こ す か

し んか い6500｣ 朿 太 平洋 海 騨航 海(YK97-05 レ グ 及 び

06 レ グ} をlil･11111し た 。 この 航 海 の|| 的 は。 翩 ぶ･S速 拡 人 海

巓 に お け るマ グ マ ・ 熱 水 活 鳧 ， 及 び拡 人現 象 を11r に わ

た り観 測 す る た め の 様 々 な 機 器 を海 底 に,歐置 し， 海 嶺 の

熱 収 支・物 質 収 支を111ら か に す るこ と にあ 。た。 さ らに

夲 航 海 で は タム ス クエ ア11111は の 有 効性 を 検,IIEす る た め ，

し ん か い の 水深,il･の 仙 と 海 底 か ら の 高 度,il･の 値 を 加|え

た ，潜 航 トラ ッタぞい の 地 形 のII'11111と 。 タム スタエ アの

水 深閥 と のマ･y チ ン クを 行･J た 。肉 削 孟良 い 一致 を 示し

(Ｔ。1111el･I･ｅ ｅｌ al. 19973. き ら に| 乂射 強ltSi 像 に は 。 齠20

メ ーl ヽル以| の゙ 海 嶺 ●||1111地 等 が く･j き り 町,j て い る な ど
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熱水活動の広域分布調礎

然水奴の探琵・濳糺淵査

熱水域における試外採取

心精度地形マッピング

長期観巌機・ の設氏

皿期観測牋ｓの股置

職冷の回収と叶系列調査
- 一 一一 一

海底の状況や地貿を知ることができるので。 潜航計画･QS

案や安全確保に極めて有効であることか証1劃された。

これらの航海では， 岩石，鉱衣，熱水，微生物などの

試料のほか， 爪力，磁力，地震，地形，海底映像などの

データが数多く得られている。これらについてはSI』に醐

;!iのy` 定である。

3. 長期観測ステーションの般置サイトについて

今II･|の航海では３つの熱水サイトを選んで，機器の設

置を行った。jt から, RM24 サイト(17 °253. 113°12W).

RM23 サ イトU7 °34'S, 113°15'Ｗ)｡ 及びRM28 サイト

(18°261S､113°23'W)である。以ドにそれぞれのサイトの

特徴を述べる。なおSI というのはＲｄｇｅ Melvilleの略で。

メルビル航海の時に熱水ブ ルームが発阯された地点を示

している。

3.1. RM24 サイト(1ﾌﾟ25'S,  113 °12‘Ｗ : 水深

2,590-2.600m):

ここは海燉軸の水深か雛も伐く．かつ 海嶺マ グマ癇 ま

りか最も浅所( 海底ド洳Om) に作血し{Dell･ick el ≪iL

1987}.1990 年以llに新lg』溶肖4 以 自 ．０と|呼ぶl の洫

111があ,Jたと思われる毋ｆ 卜である. 地形は鴾やかな|･

に1111のjrl根にな･Jでおり， 陥没桷造を除くと．割れ11や

断川か令く1よられない　|．０溶岩は稜線の14渊に流れ卜I

Ｊ



ｎ ４゛W　　　　　112*W

図1 111 芻 啝 太･(EPR> と 長jl 覿 測 ス テ ー シ ョ ン の 設 置 墻

点o こ こ の 海 倣 の 水 踏 は2.6OO-2.650m と 極 め て 一定 で あ る

の で.2.800m の 等 深 線 で 海 嶺 紬 の 輻 を 示 し て い る ． → は

19S7* に潜 水 濶 壼 がli わ れ たサ イ ト。

ｎｇ.1　bcalion 闥ａｐ of  (he sea ｌｃｏrob ｓｌr●ａｌＱrｙ sites ｃ･ Soutlttm

Ｅａｓl Pacilic Rise.  The  axial  depth ol lhe rise i ｓ iairly

ｃｏｎｓCanl and is between ２.600ｓalld2 μ 辿11.Ｄｅｐtｈ ｃｇｎｌｏｕr

012.800m i$ dr ｓｗｎ ｌＱ show the width ol the rise axis.

Ａｆrｏｗｓ indicate hjrdrothermal sites investigated daring

Shinka165 氓）diｙe in 1997.

つてい る の が 見ら れる が, 熱 水活 動 は 四側 斜|Ⅲ こ限 ら れ｡

11{側 に はl £ら れ な い。 こ この北 側 に は フ ラ ン スの 潜水 艇

ノチ ー ルり･に よ り プ ラ フク スモ ー カー 及 び低 温 の 熱水 活

助 か知 ら れ てい たが{A112erlde et ll､,1995} ， 今1111の 琳 航

に よ り， そ の 南 に こ れ ま で 知 ら れ て い な か, Ｊたi,‘S温

(Ｋａｍｉｎａri,Ｍ ａｌsｕ，Sak ｕrａ and Kohei Ｓｉｌｅｓ) 及 び低 温

(Oasis  Site) の 熱 水サ イトを 発 見 した(| 賀12. 写 真1) 。

タ ム スクエ アの|崛 歇に よ る と。 ここに は 稜線 に 沿･j て

11j:線 的 な 海 嶺軸 グ ラー ベ ン(axia 】ｇｌｏｂｅｌ) が 見ら れ る 。

実 際 に潜 航 して み る と， そ の グ ラ ーベ ンは 非詣 に 新 蚶な

シ ー ト状 Ｌ Ｏ溶 岩 流(sheel lava) ll･ に 存 在 するIIS10m

～ ３０ｍ. 深 さ１ ５ｍ， 長 さ 数km の 陥 没 地 形 であ り 。こ

こ が1.0 溶 岩 の 流 川割 れ 】|で あ｡ た と 考え ら れ る 。 し か

し ， グ う ーベ ンの 中に は ｜カ|りiの 例外<Sakura Sile} を

除 い てrl･,･遙1 の 活 動 は 兄 ら れ ず， か つ て そ れ が存 在 し た兆

魴 もない｡11,kl の 熱 水 活助 は そ の 内 側に 分 布す る。 やは

りJliS に 新 鮮 な･r ら な 形 態 の| 。０犹 状fft'/J (Inbatc

r)jlloｗ laｖa: ロ ー プ状枕 状 溶 岩l の マウ ンlりり活 動に 伴｡

て いる。 また， シンカ イウナ ギ。 ゲング （魚）， ソコダ

ラ， コシオリエピ， ユノハナガニ。 コペポーダ（小 型111

穀 類）， イソギンチ ャク， シロウ リガ イ。 シンカイヒ バ

り ガ イ。 ゴ カ イ。 な どの５ か な 止態 系 を伴 う 低温 の

Oasis サイトが1 黔代前のシート状溶7: （Ｌ-1 ）の陥没溶

岩湖の 巾に 見ら れた。 こ の溶 公は 深 さ3-5m, 数

量Om の陥没桶造 を持っており， 厚 さ数ｃｍ 以下の堆積物

に 覆われ， さらにＬ-O 溶岩流により北 部， 束部，及び巾

部を杖われて いる。こ の低温熱水は海水に比 して塩濃皮

が低 く【Ｂｕ吹ｒfie】d et al- 1997), 熱水が地IF でvapor と

brine に２相分離した後，ｖａ卩ｏr相 が選択的に 上昇して き

たものと考えられる。 このような熱水の組成は， 逓営マ

グマ 活動の¢C後にのみ見られる （ＶｏｎＤａｍｍｅtal.,1995）

こ とから， 高溢のサイト同様L-0 濡冫:をもたらした新挧

マ グマ 活動に伴ってい るものと思 われる。

3.2.RM23 サイト（17･34'S.  113 °15'W : 水潔

2,610-2,620m ）:

ここはRM24 に隣接したサイトで，海嶺のj6俶沿いに

20km ほど鹵’Ｆした地点である。 メルビル号の調査でイ

オウやバクテリアに最も?;sむ最大，最高淘度のブルーム

が見つかった場所で， メルピ ルり･調礎の2-3  liHこ溶岩Iln

出があったのではないかと戡定される所である。地彫的

特・ はRM24 に類似するが，より人規模な陥没溶y2湖が

軸方向に善んで迴続的に発達している。やはり割れllや

断層は見られない。 今JI!|の濟航でこれら２ヵ所のサイト

は連続したＬ ｏ淋冫;流により似100-400m ，長さ30km

にわたり杖われていることが分かった。ここではロープ

状枕状溶男訛の中に発達した陥没溶岩湖の深さか5m 程

廬と深く，もともとの淋y1流の厚さは南ほと厚いようで

ある。 瞋密にDII のIln火でこれだけの溶II:が喰川したか

どうかは分からないか， 火山ガラスが非常に新鮮である

ことや，ごく衂い堆積物のカバーから判断して， 一連の

¶ln火でできたものであることは|:l逾いない（町真31.

なお海嶺マグマ溜ま|）が最も浅いこの地峨では，Iln火活

助のサイクルは数年と思われるが，1990 年頃に噴火した

と考えられるl.･0溶冫;･より新しいマグマ活動は観察され

なか,Jた，

今1111このサ4 1･の低温熱水活助の寿命かJ141に短く，

数年11111であることか分か,jた。1994 年にしんかいで潜

耽したときは，1.0 沸7j;流の軸部に沿,Jてほぽ500111毎

に澱rllm からｌｋｍの長さにわた,Jてlf（躱的に伸びた広

汎な低温熱水活動｛雌高温j16ｔ ｝とそれに什うシッカ

イウナギ。ソコダラ。コシオIIエビ。ユｙj､ ナガニ。 コ



M2 RMZ4 サ ４ 訃の 地 ｓ と 韈SI 眈糾 立 。 綏 や か な111型 のj6 狠 に な っ てお り ，|!1択 はiS-lt に 深 く なij て い る 。 Ｚは 臓 布|･町喟 熱 旋:,U1

のI悛芦 位 置.

r≪.2 Topography illd llie location ｏｈｌｅｌ】Ioyed inｓ４ｎｌｍｅｎｌs ｇｆｌｋ RM21 observatory  sic. Southern East Pacific  "Rise. The rise axis

ｓｋ ａ!ｓinlhe1111ddlclrlhi ｓaiでａ.Ｚｄｅｎｅtｅｓlhehealaow ｇｅ閖ｏｒ.

の 熱水 活 助 が多 数 観測 さ れ てい る。 観測 され たプ ラ ッ タ

スモ ー カ ーの 耻ａ 温 唆は3721 で 。 こ れら は 海嶺 軸に'l`

行 に 走る 東側の111断 層 に沿 っ て 分4j'し て い た。 生態 系は

RM23 サ イ トほ ど濃密 では ない が， イソ ギ ンチ ャ ク， コ

シオIJ エ ビ ，チ ュ ーブ ワ ー ム。 ソ コ ダラ な どが密 に 見ら

れた。

ここ は 海 嶺が 全 休 に浅 く61)ll がl) ， メ ルビ ルでI醐 査

され た 海 嶺の 内la も 膨 張 し てい る とこ ろ であ る{| 司ｎ 。

海廳 の 碵 ¶に 小 規模 なIII髄?i が 罷 遥 し てお り.III 佃|谷 の

深 さは50 ?Om ， 輻 はSO I,000111 で ， 両側 を||ﾓ断 層 訝に

よ11 切 ら れてい る 。 この 地 形から テ クトニ･ ，クjl』に ある

(AIlzｃｎｄｅ ｅｌ aL, 1996) と 思 われてい たが，1994 年｀1111即)

ブ ラ ック スモ ー カ ー熱水 の 塩 濃度は 海 水の それ よ り低 か

。た の か97 年 には 海 水よll 濃 くな 。 ておll(B ｕllel･ncld

t･l al.｡19117. 石 譌lj か｡19qsI. 海|吸に はIIα|11し て いない

;l

ペポーダ，イソギンチ ャク，チューブ ワーム，ゴカ４．

などからなる乍物コロニーか見られたが，今1111イソギン

チャクやゴカイを除いて，コロニーかほとんど死に絶え

ているIμが確認された｛町･%4  -A,B)。

ここにはμS温熱水活助はS1られない。1994 年には低濫

の熱水が枕状沸7:のすき閥の幅10 cm 程度の;駲れII や，

枇状泳岩の111身が流れ去ってできた陥没孔から，わずか

に自濁した熱水か数多く湧|||しているのが観察された。

熱水の循環する割れ|| をマグマがすべて埋,めてしまい，

熱水系が発達しえないためであろうと 考えられる。

3.3. RM28 サイト(18 °26'S. 113･23‘Ｗ):

ここはIR 金属成 分と抑 琵性成分のIIりJjがl･,Iμ 熱ヽ水プj1

－ムが 昆られたサ イトで.94 年の潜航I闔龕で海嶺巾幗谷

中に闘jU{Ka ｓｕｇａ ｓitｅなど} 及び低温( Ａsｕka ｓileなど)

JAMSTEC  J. Oeep Sea Res.. 14 11８8S



ものの，最近マグマ活助があったことが推定される．つ

ま|)． 海底地形だけからマグマ活動即』．テクトニック期

という判断をすることはできないらしい．

このサイトでは.sli側の･II幡谷の壁に沿って.94 年か

ら97 年の11:|に斜面川壊が起こってお|)，チ ムニーが破

媛 －|lj成長しているなど熱水域の様相か人きく変化して

いた{ 町八5}．今【IIIそれらの動きを観測するため．測躍

.ほ，傾斜叶．海底地震,汁などからなる観測網を硝築した．

４. 機器の設置について

今Iljlの行動では海域が冬期にあたり人候が悪いこと，

I,|照時間か短いため甲板作業ができる||隸l』が紋いこと．

しかも予備II が各レグでlll ずつしかないことが航海li

からの剛題であった．実際，第１レグでは7JllOjl にパ

ペーテを出港してからは瓷人に悩 まされ，７月1711 調査

海域(RM28) に到着するまで強嫻が続いた．しかしそ

の後天畝がlnl復し.8Jj611 までにls定通l)1511･|の滞航

を完ｒした．しかし雛２レグでは91111の潜航を終えた|ll

点で風浪か強くなり，紅||待咄の状態が続いたがついに

人候はlll]後しなかった( 表4)．この刈．船側及びしんか

JAMSTEC Ｊ. Ｄｅｅｐ Ｓｅａ Ｒｅs..14 （|!りＫ）

いチームの献身的なご 協力もあって機ｓ の設置は順I刊に

進み，結米として介計39 涸もの機xgを海底に設置する

ことができた。ただし，光フフイハ分布刈温度,il‘だけは

校人li:|胞になって舶|: 修理が不能な故障が発兇され。 設

置を 見介わせざるを111なかった。これについては1998

年の航海で｀|リI--ISJ.Mを行なうＦ定にしている。なお９

個の掟xiはｒ定如りレグ終rll寺までに【lll収した。

今II･|の行動では，｢しんかい6500｣ の新しいマニピュ

レーターがその戚力を発揮した( 写真2-l*＼ 6-C) 。こ

れはアルピンり･にも11jいられているもので，|'|||||隻が高

く操 作性に優 れている。 機器の微妙な設 置をした り｡

｢1111 f｣に攪器を１台づつ 持って移動するなど。ａ｣Ｒに

要する||祁1｣が大幅に短縮された。

きらに人:11の機器投人のため新しく２つ の装ｒ ないし

数ｓ を導人した。 まずＲｏｖホーマー{ 潜水艇川ミニト

ランスボンダー斐置} である。これは小型・●i:11である

にもかかわらず。乱収射の強い碓黔の海底においてもメ

ー|･ルli.位の位置決めがljf能で。 船|･｡假 人費器の迅速な

発見に人きく貢献した。 今1111トランスデューサーをしん

かいのバスケッlヽ に1111111きに収り付けた(町真2-ｃ中臾)



図4 RM28 サ イト の 地 彫 と 儕Ｓ 股 置 点.， ダ ラ ー ベ ン 蝸 造に な･j でお り ，SIS温 熱 水 銛･鳬 は１ 攤 のl 甕の・･' に 眺 ら れ てい る ，

Fig.4T 啅ｏｇraphyanllC11ek･i･110110fdepl りyｃ,l instruments 01 111c RM28 ubscrvatory Silt. S1111el･n I')asl 1 丶ciacIs ｅ.Ａ』l aχiai atremii

grabtn  runs  NNE Ｓ Ｗ ａｎ{lallllleacliｖｅｖenlilgislimilcdallll ｒf9りIoflheea ｓlernlv111grthe ｒabell.

に もかかわらず，ほぽ 戉後ろに 位ilする 興ｌ の距離と ゐ'

向を，数rl‘メート ル先から検細||¶来る性能を持．ていた．

次に シャト ルエ レベー タである{ 町 貞２ Ｈ． ４ ０ ．こ

れは 叨l}離 し装μの付いた|･･1J!Uピ ンガーとバ スケ･川･ 及

び･衣錐よl) な る装置で． 係留系に11泣 てて船1 ･. から投 人

JIII収を1 』哨　･1[ 郛のセ･，卜には しんかいチームに多 人な

労力をおかけ したか． 和11践X; の擬 人・1111収及び熱水ブ

ルームの検|IUこ有効で， 潜水I' II 放の節釣にal 訛した．

今1111の航 海の特徹 として.Mallalee 海底長期観洲 ステ

ー ションやｓ,ヽａＦＡＲ涯距計な ど5圓 －|.0卯l唄の令III･R:11

JAM ｓTEcJ. Ｄｅ●p ｓａａ Res.. 14 ｕ捐限l

を持つ 甓ｌ が幾つ か右り。 それらをさらに 海底のピ ンポ

４ン ＨこI汝irllしなければ ならない という 要求があ,j たこ

とが雛げ られる。 これは極めて達成|爿難な 要求であ ると

いわなけ ればな らない。こ れらの 岷11t諏器は禰欝な 計算

の| ，゙水111jR1115{}kR以 ﾄ の゙係留系に11:･冫て。｢ よこ すか｣

船ll から投 人し。 しんかいで 発見して移動 するというjjl

法を と。た,｡50kg というのがし んかいの吊ll げ肌 界呎

:I;だからである｡ この 発見と移助に 髮する|lyllUをい かに

知繍するかか,ll･IIS全体の成ガを分け ると 舮恕してい た｡

乍い110 ｖホーマ ーのIljlllにより 発14 のliHI は 人相に 加1



縮されたか， 移動に妛する|li間を節約するためには。予

定点にいかに近くjti底するよう投人できるかという技術

と経験にかかっている。

こ の投入技術という|!fiで，象徹的なll¶来事があった。

我々は海底での時 間を節約するため，7j11211･|にシャト

ルエレベータと海底観察長川 ステーションをRM23 サイ

トの全く11L-の緯度経度に着底させるように船伽にお願

いした( 孜4) 。甲板上の作業もあl)，船はエレベータ

ー投 人後人きく旋回して 数十分後に戻ってきて 長川ステ

ーションを投入したか，同|｣夜船11から行った碵本航泌

罸制艮のキャリブ レーションの結果によると，海底での

両者の距離は1{}メートルと計算された。翌7jj221H こ

RM23 サイトに潜航してみると，エレベータの12.6 メー

ト ル先にマナティーか兇え( 写真４‥Ｄ)， 両名-の距雌が

船 上で洲定した のとほぽliりじであ るこ とが分かった。

｢ よこすか｣ はＧＰＳシステムのアンテナと，実際の殺人

作１ を行う船尾との距離は80 メート ルあり，それを勘

案して操船された石111船長以ド。いかにすべての作業体

系が系統化されているかを数字で 謡明 する結果であっ

た。

5. 長 期 観 測 に用 い ら れ た椴 器に つい て

災 刈 観測 にjljい た 機・ ｛ 表３ ｝ の 価11･な 紹 介を 以 ドに

示 す。

5-1. 長 」倒溢 度 ロ ガー （ＷａＤａＲ:Ｌｏｎｇ･term lempel･ ａtｕrｅ

ｄａｌａｌｏｇｇｅr）

こ れは 小 型 の 釦 如g! 鵬 皮,il･で ， サ ー ミス タ温 度 をic

メ モ リ ーに １年ljllrl己,111録 す る も の。･｛ ㈱ と 覆い を付 け

て マ ー カー と と もに 海底 に 設iriし た （町A'£2-A) 。

5-2. 妓 刈1111水 温 測 定 シ ス テ ム （Sca-b ・Item Ｍｏ・ｒｉｎｇ

Ａ【rａyofT11er 】mometers;  SMAT)

5-1. と|,il様 の 温度,il･を 係 留 系 に し て， 船jl か ら役 人し

た 。 こ れは5･5. の 海 底illll,11･の 距 離 校 正に11jい る た め ，

海底 洲 距 計 の２つの ユ ニ ットのII･111」に 段 置 した。

5 －3. メ デ ュ ー サ 型 熱 水 流 速 計(Medusa 3c/ 亅

ＨydrolllermalE 朗ｕc）lt Flaw Ｍｃｌｅrｓ ）

ベ ンチュ リ ー竹 の原 理 を 川い て 低 温熱 水 の 流速, 温 度 。

濁 皮 の 変化 を10 分 毎, 最 災１年|司に わた り,哨 則する 装 置。

A.  Schultz に よ りljl 発 さ れ た。 す べ てチ タ ン合 金 で で き

てい る （町 真２一Ｃ,Ｄ.4 －Ｆ.6- Ｆ）。

5--･1.1U 気 化 学 的 予法 に よる 熱 水 化 学 礎 動 妊期 観 測裝

|･ｘｈ ＲＭ ２爿･ｔ イl･ ！:お け ろ 戝 器｡t μ 状 況

Flg :･　 Ａ,･;,111sIIl sll｡willM 1111･ l･,jllniall･;,li｡111 itf llx･insln Ⅲ1･･111sg,1111,･RM2 ｓ｡hs,･|･･il･ll 丶･



尖３ ＥＰＲに艮期海収設置してきた機Ｓ一一覧表。主担当者は航海中にそれを槻当した人1 名の名淌。

め て設 置 し た （写 真6- Ｂ ）。 金 沢に よ り 開発さ れ た。

5-8. 海 底 長期 ス テ ーシ ョ ン （ｈ,ｌｇ-tｅrｍ Ｏｂsｅrｖぬ）ry

;  Manatee)

マ ナ テ ィー は カ メ ラ （及 ぴ ス トロ ボ ）， 電 磁 流 速 計 ，

濁 疫31･， ＣＴＤ， ハ イドロ フ ォン及 び音響 切 り離 し 装 盾を

持 つ総 合プ ラ ット フ ォー ムであ る。こ れら の機 器は フレ

ームに取 り付 けら れ ，独 立に 作 助する（写真2-B,  6-E) 。

短 期で 観 測 を行 っ た 畤 （満 沢ほ か，1998 ） は ビ デ オカメ

ラを取 り 付け た （写 真4-E.  G.H) 。

5-9. 座 布 団 型 熱流 量測 定(Stand Alone  Thermal

Blanket  Type Heat Flow Monitoring System:

Ｚａｂｕｌｏｎ）

こ れ は 堆歓 物 の 触い 海底 にお い て熱流 量を 及長１年間

に わ た り測 定 す る た めに| 剔発 され た装 置で,  50cm  W ゐ’

の シ ー １の中に 熱 伝 導率 の 分 かっ てい る 人ll 的 な 保11 材

が つ ま って い る 。 数ll の 鯨 期 測 定 もlf つ た （ 豕 Ｆほ か ，

1998 ）。 槻 器はP.  Johnsoi･ ら に よ り開 発 され た （写 真2 －

F.G) 。

5-10. 係 留 式 然洫Ill 測 定 装 置 （Ｍ 。。red Long-Term

Heal Flow Ｍｏｎｉt｛｝ril璢Sys ｌｅｍ ）

低Ｍ の 熱水 域 か ら放||¶さ れる熱Ilkを111･ilす る ため。 海

城の50m l･｡ ま で の 取11｛ ゐ’li･｝の 水 温 を 測定す る 係留 系。・

向 溘 通 計を もつ 。5 9. の 装 置とあ わせ て地域 的な 熱洫Ill

を 旧 定 す る。

5 11. セ デ ｆ メ ン ト ・|･ ラ ップ ｛Sedillle111 1rap with

ouri･ｅｎｌｎｌｅtｅｒ｝

こ れ は|ll柵 に よる通 常 の 七デ １ メント ・ トラ ７ヽブ 。 訛

向流 娃 計 ， と コーエ ンに よ る熱 水域jl扣 】lji 一粒 ｆ 岐ぴ ド

９

卮 （bllg-leml electro-chemical fluid monitoring

system; LECMOS)

こ の 禄2S は10 分 ご と に 熱 水 な い し ブ ル ー ム 水 の 水 温 ，

酸 化 還 元 電 位 を 測 定 す る と と も に ， 電 賀 化 学 的 手 法 に よ

り 熱 水rll の 陽 イ オ ン 濃 度 を 乎 定 危 的 に １週 間 ご と に 測 定

す る 。

5-5. 海 底 測 距 計 ｛ ＳｅａＦＡＲ Acoustic range finders: ａ

twin  unit)

2 つ の 同 一 ユ ニ ッ1 ヽか ら な り ，30 － 50 kHz の チ ャ ー プ

波 音 波 を や り 瓏 り し て ， そ の 時|XI か ら 距 離 をal 一詐 す る 装

置 。 総: 喩ｌ が １ ユ ニ ッ ト800 ㎏ の 濱111 竇 器 で ， 船| こか ら

投 人 し し ん か い でRM28 の‘II●||谷 の 東li の 向 か い 合 う 掬

ｋ に 移 助 し た ｛ 町 真6- Ａ ｝。 欠 吹 ・ 長 城 ら に よ り 闢 発 さ

れ た 。

5-6. 海 底ljE 力 ・ 価 斜｡ ほ（Ｏｃｅａｎ Ｂｏｌｌｏｍ Pressui 。/ Ｔｅｍ 。

peral ｕlle Monitoring Syslem; 3 s ｅtｓ｝

3 つ の|,i】･ ユ ニ ッ ト か ら な り ， そ れ ぞ れ 海 底 のll ﾄﾞ動

を 数 Ｃ Ｍ の 杣 度 で 測 定 す る と と も に.  41'f. の 距 離 をjl･ 韶

す る 襲 置 。 船 匕 か ら の 投 人 は ３ ユ ニ ッ ト|･il時 に 枠 に 引 っ

掛 け て 行 い
， し ん か い に よ| ｝RM28

の 巾 仙 谷 の 東 西 の ａ

ま り と 谷 の 巾 に 設 μ し た （・ 夲 ・ 災lll ，1998 ）。 な お 。

温 度 叶 測 も 行 な わ れ る （ 町1･aj･-C.D) 。

5･7. チ タ ン 球 挺 川,kl 録 噸 海 底 地 震 計 ｛ Ｌ・11g･lel･ ｍ

Ocean ･ Ｂｏｌｌｏｍ Ｓｅｉsｍｏｇraphl

j つ の 埀111.2 つ の 水 ｀囘 郢 りの Ｉ Ｈｚ の ジ オ フ 幸 ン を 持

つ 海 底 地 震I ほ 。 記 錨 は64/s ｅｃ の サ ン プIJ ン グ レ ー ト で

巡 餉 的 に ハ ー ド デ ４ ス ク に 記 録 さ れ 。 ６ カJI 以|･｡ 記 録Ilf

能 で あ るKM28 のIII 怕li の 巾 に ． Ｌ λ か い で ゐ’位 を 決

JAMSTEC  J. Deep Ｓｅａ Ｒｅｓ｡14 CI!J! 哺



矗4 「しんかい よこすか」 呶・’|喞誨膨航海概ｓ

7JJ10U  15:00 ｛裂地時 剛｝パペーテ港川港。第１レグ剛始。

7 JJ 1711　調査海域（RM28 ）到ｊ 。トランスポンダー設汽。海底測蜀り|-2台，|.IE力傾斜計３台投人。

７月18 1･|　第375 潜航：●本（RM28 サイト）。llE力傾斜計３台の設置。

7)1 1911　$376 潜航：ＭＭ（ＲＭ２８サイト）。海底刪削,計２台の1121R。

7 月20 1.1　第377 榊航：望jl（ＲＭ２８サイト）。ia航li･にチタン球海底地震111･1台入りのエレベータ投人。チタン球海廠

地礎1112台I咬置。

７月21FI　RM23 に移動。トランスポンダーlai″I!。メデューサ熱水流鯉計１台等を入れたエレベータとマチティ投人。

７月22 111　第378 潜航：浦辺(RM23 サイト）。熱水域観察。メデューサ熱水廬達,111の設置。

７月2311　 第379 潜航：満沢（RM23 サイト）。マナティ災jUjステーションの移動とaiR.

7  J] 24 H　第380 潜航：佐柳（RM24 サイト）。３成分磁力計; CTD  (溢皮・伝導度・圧力111-），濁度ll，カンマ線洲定

器。 酸化忍元電位計。現場化呼分析装置による航走観測。

7jj251:|　係留式海水温皮測定装Ｒ（ＳＭＡ″I`31 式，係留式流向流速計2 式投入。

７月2611　 第381 潜航：津旨（RM28 サイｎ ｏsF6 放川実験と熱水ブ ルーム採水。

７月27FI　 第382 潜航:1111村（RM28 サイト）。昨|｡μこ引き続きブ ルーム採水。忽水城観察。

７月281:|　荒天のため潜航中１． トランスポンダーをRM23 からRM24 サイトに移動。

７月291.1　荒天のため濟航巾Ike 7  JJ 18,19 ] Iに投入したガラス球海底地震,il･4台|･I】収。

７月30FI　 第383 潜航：岡村(KM28 サイト）。低温熱水の採取と現場化学分析。

？Jj31FI　 第3s4 潜航：松林｛RM24 サイト｝。ｗａＤａＲの設置。鳥温愚水域の発見。

8XljcIII　第385 潜航：トネル(RM24 サイト）。メデューサ黙水流速,11’の設置。熱水域の発見。

８月02FI　RM23 マナティーの川収。RM24 で座布MJ.11熱流111計等をエレベータで投人。

8Jj0311　 第386 潜航：四村(RM24 サイト）。熱流･:ll,11･,没呎。然水域調査。6･S温熱水の発見。

81j0411　 第387 榊航：満沢(RM28 サイト）。` マナティーμjl』ステーションの役人と設置。

811051TI　第388 潜航：藤本（RM28 サイト）。ブルーム探水。jlE力傾斜計のilil設置。

81j06FI　 第389 潜航：柵辺(RM24 サイト）。メデューサのj裴置とZABUTON のII･】収。バルパライソにlfl』けて1111航開始。

8IJ1311　 バルパライソ人港。第１レグ終r 。

81j1711　 バルパライソ川港。第２レグIsij始。

8W23II　 譌礎海域｛RM24 ｝到珊。

811ｚ411　第390 潜航：藤岡(RM  23/24サイト｝。海澎劍|に11f交及び柏に沿-Jた観察。

8112511　 第391 潜航：柴Ill (RM23/24 サイト）。海澎扣にlr（交及び軸に沿った冫;ｲi採収。

8IJ26II　 第392 潜航：満沢（RM28 サイト）。マナテ４の|li,じ置とｊデューサの,没此。

8112711　 係留式眦向流速叶C 衣３になし）２台1111収。

8IJ 28 If　第393 潜航：伊ｌ ｛RM24 サイト｝。 レーザーラマンによる熱水域マッピング。

8JJ 2911　第394 潜航：A.III (RM24 サイト）。熟水及ぴブルームからの徹生物試科の採淑。

8 J] 30 II　弟395 潜航：衣檎（RM28 サイ日｡｡ 熱水及びチムニーの採収。

８月3111　 係留式熱流!,l測定裝irl!，マナテ４擬人，

9IJ 01II　弟396 潜航：盛岡CRM28 サイＨ 。海澎軸に|r｛交および軸にinつた観察。

9110211　 第397 潜航：渦沢【RM24 サイト】。マナテｆと熱流:11111-のIli,lt14.

mjrciE　 第398 潜航：木ド｛la124 サイトJ、係留式然洫:11測定装置２台の設置。

911叫||　 セデ ィメントトラ･ｙプ２台投 人｡

9110511　 以降911 まで荒大のため潜航1111】l　セディメンl･ lヽラ･フプ１台投人｡

9111011　1 天のため潜航中IE. セディメンF I･ラップ１台投人，

91jl 】||　屁人のため榊航巾IE｡ トランスポンダーJljlJIx（RM28J,｡

9Jjj211　1 人のため榊航■I'll-　トランスポンダー1111sb4（RM24j

ｑJ）】:{II　パペーテに1111けてIIIr航開紿

9j凵９凵　j ヘヽ ーテ人椎　第２レダ終j’

夕り
JAMSTEC 亅. Deep s皀ａ Res.. 14 11!s駟】



降 札r･ を|･jjlllに ト ラップ す る 装iR と をあ わ せ て 係留 系 に

し た も の 。1 ヶjl 置 き に １年 閥 粒 ｒを 分 け てｌ め る よ う

に なっ て い る。

5-12,  pH セ ンサ ー （pHills Ｑ１３）

海底 熱 水jl』に¶jll発 さ れ た スタン ド アロ ー ンのpH.il･ 。

5-13. レ ー ザー ラマ ン・ スペク ト ル繝･iXi密 度 洲 定 装 置

(In-shu Las ｅｒｓpeclrｏｍｅｌｅr）

こ れは レー ザ ー ラマ ン・ スペ ク ト ル装 置 を 海底JIIに 改

造し た もので ， レ ーザ ー 光 を照射 し 海水111の 有 機物 や微

生物 セ ルが持 つ 特 徴的 な 被j4 を 検|11す る 装 置であ る 。こ

れに よ り 熱水 峨 で の有 詫物 や徹 生物 の 分 布 濃ま が 明 らか

にな る。

5 － 14. 現 場| ’I勁 化 学 分 析 装 此(In ―situ Chemical

AIlaly2er for M11 and Fe; GAMOS-II1)

こ れ は ＧＡＭ ＯＳ （Ｇｅｏｃｈｅｍｉｃａｌ Anomaly MOnitoring

Sysｌｅｍ） ｎ を 艮濁 オフ ラ４ ン計illlj に 改 良 し たもの で ，

化学 蛍 光発 光 の 原理 を 利jllし て ， 海底 にお いて 溶 存 戡な

い し マ ンガ ンのi’,･S感 度 現 場 分 析 をli う 装 置。吸引 さ れた

海水 は チ ューブ111で ル ミ ノー ルな どの 試薬 等と堤合 さ れ，

光電r 一増 偖罸に よ り発 光強 度 が測 定さ れる! 町 真4- Ｃ）。

5-15. シ ャ ト ル・エ レ ベ ー タ （S11ｕＵｌｅ Ｅｌｅｖalol･）

本 文参照。（写 貞2 －Ｈ，4- Ｃ）

5-16- ト ラ ン ス ポ ン ダ ー （ＲＯＶ Ｈｏｍｅr ＆mini-

t171ｓpollder ）

本 文参照。

5 －17. 覓 フ フ イハ分411 喟 温 度,ll･｛Di ｓ11･ibution-type

Optical Fiber  Sensor Thermometer （ＤＩＳ）

（内 村 。 松 林 ） こ の 斐 置は 咒フ フ イパー そ の も の を温

度 セ ンサ ー と し. k £2km に わ た,j て ， 約lm 毎 に 海底

のiajl を 記 録 す る装 置であ る。 レ ーザ ー 亢の後yJ 散` 乱 の

波 長の ズレ の 温度 依 作性 を 利jljし て い る。 海 底 の２次 元

的 な 温 皮 分 布 が111 ら れ る の でJ 剥待 さ れ た （西村 ほ か｡

19971 が ， 粐則 せぬ 故 障に よ りlliFI を 断 念 し た。1998 年

の 航 海 で約｀lgllに わ たl ）設置の1 ｀定 である 。

6. それ忿1外の機器について

6 1.ＳＦ６放|||装置｛Slldis4ヽ llarge,lnil｝（il!斤）

こ れは熱水喰川||から放川された熱水が．どのように

熱水ブ ルームに移行するかを,詞べるため.1‘|然には右嵋IE

しない６フ･y 化イオウをブラックスモーカーに住人する

ための斐雄. ６フ･りヒイオウは生物によ．てi削1 されな

い無;ilで安定な物貿であり．分柝感度が鼻常に良いこと

から．放111後散||以ll耗･Jても検川された（沖旨ほか.

1qＳ ）1 町!.'ifi (;, hj

JAMSTECJ. ＤｅｅｐＳａａＲきs..14111】ｓ】

6-2. カ ンマ餡測定該置(Gamma-ray spectrometer)

｛しんかいチ ーム｝

し んかいにjRll 付け潜航中にカンマ纏 スペクト ルを測

定する装置。

6-3. 3 成 分健力叶 （T11rｅｃ component,  submersible-

borne ｎｌａｇｎｅtｏｍｅｌｅr）（俯柳。上嶋）

しんかいに収り付け，海底のごく近傍で地碓気の３ 成

分を測定する装置。船 上３成分磁力al･との比較を行った。

6-4. 現場rl 動化学分折装霞【GAMOS-II)

上;!已ＧＡＭＯＳＩ】I参翌。しんかいに取り付け，潜航中に

現場分折を行っ た。 なお，11111にＣＴＤ（伝導度， 温度，

深度センサー）， 濁度iit，pH 計.Eh （酸化還元電位）ill･

な どをしんかいに取 り付けて複合的 な観測を行った。

７. 肘論及び結論

科学技術振興調整費課題【海備におけ るエ ネルギー・

物 質フ ラック スに詞するll】際 共j･り研究」【リ ッジフラフ

クス31111111】により平成９年度li われた「よこ すか　 しん

かい65｛｝0」束太平洋誨澎航 海（YK97-05,06 ）において，

超 高速拡 大海嶺におけ る海嶺の熱収支。物 質収 支を明 ら

かにするため。マ グマ・熱水活動， 及び拡 大現象を１年

に わた り観濕するための様々な奠ｌ を 海底に設置した。

゛i航海ではRM24 サイト （17°25'S. 113°12*W), RM23 サ

イト｛17 °34’S.113°15’Ｗ｝ 及びRM28 サ イト（18 °26` S，

113 °231W）に合,ほ39 台の機li からなる長期観測網を桶

築した。

このようなj4 川 観測により以 ドのような点が111ら かに

なるものと思われる。

まず，超 高速拡 人海嶺の拡 人と火成活動・熱水謡鳬と

の関連である。i畭底拡 人はゆっくll したすべりなのか。

そ れとも急 激な破壊なのか ？そ れとマ グマ 活動との関連

は ？先に述べたように，超 高速拡人仙における吟 即I負川

の川期は数年～10 年裡度とＦ刪され，そ れに伴-ｊて熱

水の化伊績成もjj から年のlil収 で 礎化することがＦ測さ

れる。火際に紡 果が川ない時点であれこ れ推洲するのは

差Ｌ控え たいか。こ れらの 雌本的な同 坩に答えられれば

艮挧観側の|| 的はほぽ達成 されたと，iえるだろう。

さらに海嶺の ダイナ ミクスの川川性について も。 興I喙

あ る結 吸が川ｎ=される｡ 航海IIIに髄扣』で1r 。た洲 定によ

ると。熱 水活動は11Jllような1211y閥1･l期の変動｛・1111

diurnal l》eliglicily｝を 示す（木ドほか，19!峪，満沢ほか｡

|!）!閙｡ こ れは地球潮汐ないＬ 海洋潮汐に より もたらさ

れている ものと ぢえられる,。しかもそ れらがii 洋地殻･11

の熱水循環の周期的 な変 化を引き起こ しているIlf靤性が

jj



強い（木下ほか，1998 ）。これほど顕著ではないか24 畤

鬩周屑の変助(diurnal peri・dicity）も認められており，

より長期の観測結果が待たれる。このような12 時間周

羂の唆助は世界（llの海底熱水系で認められてお|）（ｅ.９.

Schultz et al.,1996），これらがグローパルにみてどのよ

うな働きをしているのか興味かある。というのもこれが

海洋地殻中での海水 ／熱水禰1環の新しいドライビング・

フ ォースとしてtidal pumping の役割を果たしている可

能性があるからである（浦辺，1997 ）。こ のポンプによ

り海水が海洋地殻の空隙中に出た り入ったりして。海水

と固体地球との祠で物貿交換が起こるとすると，海嶺の

面桶が広いため，地下に供給され得る栄養分の量は廊大

なものになるだろう。 現在ホットな話題になっている地

下生命圍（Ｄｅｅｐ Biosphere) への新しい栄菱供給メカニ

ズムとしてさらに研究が必要と思われる。

地球というシステ ムは様々な， 一一一見無関係な現象がお

互いにカップリングしている。特に海嶺においては様々

な現象か独立に起こるのではなく，複雑に入り組んで起

こっていることが明らかになりつつある。 長刈観測がこ

れらのカップIJ ングの一部でも明 らかにできることを願。

うとともに，今後この計画で閨発された様々な機器を活

かしていくことが求められている。なお，機器及びデー

タは１年後の平成10 年９月に31μiされているアトランテ

４ス／アルビン航海により回収する予定である。
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